














 

 これまでの期間の研究で、小児糖尿病キャンプは地域性があり、多様であり

うることが判った。従って基準を作ってのキャンプの評価は不可能である。 

 しかし乍ら長期間の後にはキャンプの優劣は自ら明らかになることが予想さ

れる。 

たとえば 20 年後あるいは 30 年後の段階において、失明率や死亡率が差が出

てくれば、一つのキャンプの全体構成の上での優劣が明らかになるであろう。

この場合現在の時点で評価を行っても、キャンプの毎年の進歩によって時代遅

れのものとなってしまう。そして将来における成績と合わなくなる恐れがつよ

い。 

 現在の時点では、各キャンプの進歩を期待し、あまり鋳型にはめこまないよ

うにした方がよいと考える。 

 今後、各キャンプの連絡を密にし、相互の情報交換が行われるように配慮し

たい。 


